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イラスト付きのＡＥＤを設置しました！ 
現在、各々の公の施設には、救命処置のための医療機器であるＡＥＤ（自動体外式除細

動器）が設置されており、当センターでは、聴覚障害者も使えるイラスト付きのＡＥＤを

４月に設置しました。 
心臓突然死は、いつ、どこで、誰にでも起こる可能性があります。日本での病院外の心

臓突然死は年間５万人ともいわれており、その原因のほとんどが「心室細動」です。「心室

細動」とは心臓がけいれんし、全身に血液を送るポンプとしての役割を果たせない状態を

いいます。この「心室細動」を治す唯一の治療方法が電気ショックを与えることです。「心

室細動」の発生から１分経過する毎に救命率が約７～１０％低下します。救命には、現場

に居合わせた私たちができるだけ早く「心肺蘇

生＋電気ショック」を行うことが大切です。（日

本光電ＨＰより） 
以下、同ＨＰを参考にセンターに設置したＡ

ＥＤの機能を紹介します。 
 特長としては、音声ガイドに加えて本体に搭

載されている液晶画面にイラストとメッセージ

を表示し、操作方法を分かりやすく案内する機

能がついており、ＡＥＤの操作に慣れない方や

耳が不自由な方、音声ガイドが聞き取りにくい

場所でも救命ができるよう設定されています。 
 ６月２２日（日）に聴覚障害者当事者団体の

集まりを利用して、ＡＥＤのデモンストレーシ

ョンが行われましたので、その様子を取材しま

した。 
 参加者からは活発に質問がされていました。

また、ＡＥＤの操作を体験した人からは、「絵が

あって、分かりやすかった。」との感想がありま

した。 

イラストで説明が表示されます 

指示に従って胸骨

圧迫しています 

 



 

○設置通訳者研修会を開催しました 

 今年度第１回目の設置手話通訳者研修を、５月１３日（火）に開催しました。 
 山口県手話通訳問題研究会会長の藤井豊氏を講師としてお招きし、「設置通訳者に求め

られるもの」というテーマで、今後の手話通訳制度の動向や、設置手話通訳者に求められ

る役割等についてお話しいただき、その後、参加者との意見交換を行いました。 

○手話通訳者養成講座・応用・実践課程が始まりました 

 ６月１日（日）から、手話通訳者養成講座「応用課程・実践課程」が始まりました。 
 ９月２１日（日）の修了日までに、講義や講座、実習等全１３回の講座が実施されます。 

○盲ろう者通訳・介助員養成講座が始まりました 

今年度も盲ろう者通訳・介助員養成講習会が始まりました。この講習会は盲ろう児・者

の自立と社会参加のため、盲ろう児・者に対する理解を深め、ともに歩んでいただける方

を養成することを目的としています。コミュニケーション方法の学習や通訳・介助の実習

などを行います。 
１回目の６月１日は、アイマスク、ヘッドホンを身につけ、きこえない見えない状態で、

通訳・介助役の受講生と一緒に施設内を歩いたり、トイレに行ったり、飲み物を買ったり、

いろいろな課題に挑戦してもらいました。受講生同士、悪戦苦闘して、コミュニケーショ

ンを取っていました。 
７月１３日（日）には、認定非営利活動法人東京盲ろう者友の会理事長の藤鹿一之（ふ

じしか かずゆき）氏をお招きし、下関市民活動センターでオープン講座を行います。ど

なたでも参加することができますので、ぜひご参加ください。参加費は無料です。手話通

訳・要約筆記・点字資料があります。希望される方は山口県聴覚障害者情報センターまで

お申し込み下さい。 

○要約筆記者養成ステップアップ研修会が始まりました 

 県内の要約筆記奉仕員証所持者を対象とした要約筆記者へ移行に伴う補習講習会として

の要約筆記者養成ステップアップ研修会が６月８日（土）から始まりました。この研修会

は、制度改正に伴う経過措置として、平成２４年度から２６年度までの３年間限定の事業

で、今年度で終了します。８月３日（日）の修了日まで、共通講義、手書き及びパソコン

実技の全８回の講座が実施されます。 
 

字幕ビデオライブラリーだより 
平成２６年５月１日に新しい字幕付ＤＶＤが入荷しました。 
媒体 利用区分 分類番号 番 組 名 

DVD A-3  くまもと聴障ビデオマガジン「みるっく」２０１４年５月号～６月号 

 

行 事 報 告 



日本語字幕付き映画上映のお知らせ 
第６回東ソーグループ夏休み子ども劇場 

上映日：平成２６年７月２５日（金）・２６日（土） 

作品名・上映時間 

チェブラーシカ          西 遊 記 

（ロシア人形童話・７０分）        （１９６０年東映動画・８８分） 

①１０：００～１１：１０        １３：００～１４：２８ 

②１４：５０～１６：００ 

会場：テアトル徳山（周南市銀南街４９毎日興行銀南ビル４Ｆ） 

問い合わせ先：周南シニア劇場 ＴＥＬ０８３４－２１－０４８０ ＦＡＸ０８３４－６３－１７９６ 

※入場料は無料ですが、入場整理券が必要です。当センターにもありますので、必要な 

方は、ご連絡下さい。 

※この映画の字幕は、パソコンを使って、プロジェクターで投影する方法です。 

 

 

（社福）山口県聴覚障害者福祉協会より 

平成２６年度第１回理事会及び 

評議員会が開催されました！    
 平成２６年５月１８日（日）に（社福）山口県聴覚障害者福祉協会の平成２６年度第１

回評議員会（午前）及び第１回理事会（午後）が開催され、平成２５年度事業報告（案）

及び収支決算報告（案）等についての審議が行われ、各議案が承認されました。 

◎事業報告及び収支決算報告について 

新規事業についての研究（法人役員等学習会、社会福祉法人新会計基準の勉強・説明会）

法人公益事業（ジョブコーチ、手話通訳者・要約筆記者派遣、講師派遣、字幕挿入、柳井

圏域手話奉仕員養成講座、手話奉仕員養成講座担当講師現任研修会）、情報センター運営管

理事業、県からの受託事業（手話通訳者養成事業、手話通訳者等派遣コーディネーター研

修事業、盲ろう者通訳・介助員養成事業、手話通訳者等派遣ネットワーク事業、要約筆記

者養成事業）の報告をしました。財産目録及び各会計毎の資金収支計算書、事業活動収支

計算書、貸借対照表については、センターで閲覧できます。平成２５年度の利用者数は、

聴覚障害者関係団体２，８０５人、センター主催行事１，４６０人、その他（団体・個人）

３０７人の合計４，５７２人でした。 

◎全国聴覚障害者情報提供施設全国大会の引受けについて 

 特定非営利活動法人全国聴覚障害者情報提供施設協議会が主催する全国聴覚障害者情報

提供施設総会及び施設大会は、毎年６月頃に開催されております。平成２７年度は、山口

県が引受けることとなっており、開催に向け、準備を進めているところです。 



６・７・８月のセンター・法人主催行事予定 
６月２８日（土） 〈法人主催〉法人登録手話通訳者・要約筆記者合同研修会 

２９日（日） 

手話通訳者養成講座応用④ 

盲ろう者通訳・介助員養成講座③ 

要約筆記者養成ステップアップ研修会③（秋穂地域交流センター） 

７月 ５日（土） 手話通訳士試験対策講座③ 

   ６日（日） 要約筆記者養成ステップアップ研修会④（秋穂地域交流センター） 

   ８日（火） 設置通訳者研修② 

  １３日（日） 

手話通訳者養成講座応用⑤ 

盲ろう者通訳・介助員養成講座④オープン（しものせき市民活動セ） 

要約筆記者養成ステップアップ研修会⑤ 

  １９日（土） 手話通訳士試験対策講座④ 

  ２０日（日） 
盲ろう者通訳・介助員養成講座⑤ 

要約筆記者養成ステップアップ研修会⑥（秋穂地域交流センター） 

  ２７日（日） 要約筆記者養成ステップアップ研修会⑦（秋穂地域交流センター） 

８月 ３日（日） 
手話通訳者養成講座応用⑥ 

要約筆記者養成ステップアップ研修会⑧ 

  １０日（日） 手話通訳者養成講座応用⑦ 

  １７日（日） 手話通訳者養成講座実践⑧ 

  ３０日（土） 手話通訳者養成講座実践⑨ 

  ３１日（日） 
手話通訳者養成講座実践⑩ 

盲ろう者通訳・介助員養成講座⑥ 

各種データ 
 ３月 ４月 ５月 合 計 

利 用 者 総 数 ３６１人 ２２８人 ２３３人 ８２２人 

ビデオライブラリー ２本 ８本 ７本 １７本 

手話通訳派遣者数 ２６人 ２１人 １６人 ６３人 

要約筆記派遣者数 ２１人 ２６人 １９人 ６６人 

 
 昨年の秋から当センターの研修室にある天吊式プロジェクターが壊れ、利用者の皆さん

には、ご迷惑をおかけし、大変申し訳ありませんでした。 
 この度、ＨＤＭＩケーブル対応のプロジェクターを設置し、ブルーレイも視聴できるよ

うになりました。是非、ご活用下さい。 


